
令和６年度　加計高等学校芸北分校　県外からの生徒受入実施計画書 

 

≪学校のＰＲポイント≫ 

≪受入実施計画の内容≫ 

 〇「地域が教材、体験から学ぶ」（北広島町の自然・文化・人との関わりの中で、学

力、人間力の向上を育む） 

令和４年度「教育奨励賞　優秀賞」（時事通信社）受賞、令和元年度「地域学校協

働活動」推進に係る文部科学大臣表彰、平成 27 年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表

彰、平成 22 年度キャリア教育に関する文部科学大臣表彰、平成 19 年度英語教育

優良校文部科学大臣表彰受賞校 

〇「田舎留学」から「国際留学」へ（アメリカ、カナダ、スリランカ、フィジーに

留学！） 

〇全国大会出場部活動（競技スキー（アルペン、クロスカントリー）、神楽部（文化

庁長官賞受賞）

 県外からの受入人数

 30 人程度 

【過去の実績】（参考） 

　令和５年度入学生　５人（秋田県、東京都、神奈川県、島根県） 

令和４年度入学生　４人（東京都、神奈川県、千葉県、鳥取県） 

令和３年度入学生　２人（愛媛県、鹿児島県） 

令和２年度入学生　２人（大阪府、鹿児島県） 

平成 30 年度入学生　１人（岡山県） 

平成 29 年度入学生　２人（島根県、愛媛県） 

平成 28 年度入学生　２人（島根県、岡山県）

 実施に当たり県外の生徒へＰＲする取組

 １　生徒一人一人に合わせたオーダーメイド指導 

すべての教員が生徒の能力に合わせて、きめ細やかな指導をします。学級担任、

主任、分校長による進路面談を行い、進路に応じた科目選択、進路指導ができま

す。 

また、「スタディサプリ」を活用したステップアップ学習を行っています。 

（１）文理類型（国公立大学、看護専門学校の進学を視野に入れたコース、 

保育・調理の進学を視野に入れたコース） 

（２）農業類型（果樹・野菜の生産、販売、観光などの実学教育からマネジメント 

能力を育み、将来の地域産業の担い手を育成するコース） 

（３）体育類型（インターハイ入賞を視野に競技スキー（アルペン・クロスカン 

トリー）のアスリートを育成するコース） 

 

 

 



 ２　「地域が教材、体験から学ぶ」 

（１）学校外も学び場！地域・行政・学校が一体となった教育活動（スキー、ＺＩ

ＰＬＩＮＥ、雪合戦等の自然体験活動、秋祭り（乙九日：北広島町で開催さ
おとく ん ち

れる秋祭り）等の地域行事の参加） 

　　　※ＺＩＰＬＩＮＥとは、自然の中に架けられたワイヤーロープを滑車を使っ

て滑り降りるアウトドアアクティビティのこと 

（２）「長幼の序」　芸北中学校と合同で学校行事、部活動を展開しています。 

 

３　確かな進路指導 

高校３年間の豊かな学びがココロザシを持って新たな道を歩み、社会で頼ら

れ、活躍できる人材となるよう生徒の将来を見据えた進路指導をします。 

（１）国公立大学等の進学（帯広畜産大学、愛媛大学、山口大学、日本大学、 

日本体育大学、関西学院大学等） 

（２）アスリート進学（法政大学、東京農業大学、東海大学、京都産業大学等） 

（３）地域産業の担い手（タカキベーカリー、安芸緑化建設、西日本イノアック、 

広島県立農業技術大学校等、北広島町消防、広島市消防、自衛隊等）

 生徒の住まい、食事等

 男子寮「雄学館」、女子寮「みなこ館」、民宿を活用した下宿があります。 

この寮は「自治寮」です。本校の教員が宿直して生活指導等をすることはありませ

ん。すべての運営は、地域住民が行っていますので、御理解ください。 

 

１　男子寮「雄学館」　定員 37 人 

　　平成 26 年度開設（旧雄鹿原小学校をリノベーション）、学校から寮まで４km、 

１～４人部屋、個人用ユニットバス、地元食材を使った健康料理、Wi-Fi 環境あ

り 

　【食事】お盆休み、正月以外は、土日祝日含め毎日３

食提供。学校がある日の昼食は、学校給食が

あります。また、部活動による遠征、校外実

習において、寮内で食事ができない場合は、

食事手当が支給されます。 

 

２　女子寮「みなこ館」　定員 22 人 

　　渡邉美那子先生（元芸北分校教員）の御寄付に　 

より女子寮を設立。令和２年度開設（総合庁舎を　 

リノベーション）。 

学校及び広島県警中野駐在所に隣接（学校まで 

徒歩１分）、半個室、個人用ユニットバス、 

地元食材を使った健康料理、Wi-Fi 環境あり 

　【食事】男子寮「雄学館」と同様 

 



  

 ３　民宿「やまぶき」（女子のみ）　個室　定員４人 

　　連絡先：0826-35-0789 

 
 

 

【入居条件】一次選抜の合格者から順次、入居手続き 

（定員がオーバーすると予測される場合は、抽選とします） 

【月額】実質負担額 50,000 円（月 60,000 円） 

※北広島町から月 10,000 円の補助（入学後、学校を通じて申請します）

 高等学校ホームページ等ＵＲＬ

 【公式Ｘ（旧 Twitter）】https://twitter.com/kakegeihoku?lang=ja 

【学校ホームページ】http://www.kakegeihoku-h.hiroshima-c.ed.jp/index.html 

【ＷＥＢ進路説明会】https://dashboard.c-mirai.jp/schools/58
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